
改修後
改修前

●本紙の掲載内容は、新型コロナウイルス感染症の影響等により変更する場合がありますので、事前に区のホームページをご覧いただくか、担当課へお問い合わせ下さい。

主な内容 │ 東京都平和の日に黙とうを…2面 │ 新型コロナワクチン接種に関するお知らせ…8面 │ PCR検査会場を臨時設置しています…8面
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●屋根の軽量化
丈夫で軽い屋根に取り替えましょう。

●壁の補強
（筋かい…斜めに設置した木材）
筋かいを入れると、地震に強い壁になります。　

昭和56年（1981年）
5月以前に着工した

木造住宅を対象に無料で
耐震診断を行っています。

詳しくは、区のホームページをご覧いただくか、
お問い合わせ下さい。
問防災街づくり課 ☎6432-7177 FAX6432-7987

各種助成制度があります

写真提供：神戸市（阪神・淡路大震災「1.17の記録」）

待ったなし!

耐震化

待った待ったなしなし

耐震化耐震化
家の家家家家あなたの

昭和56年（1981年）以前の建物は
耐震性が低い可能性があります。

耐震化を検討しましょう。
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